
 

平成２５年９月 

大 阪 狭 山 市 

 

大阪狭山市暴力団排除条例の施行に伴う事業者からの「誓約書」の提出について 

平成２５年１０月１日から大阪狭山市暴力団排除条例を施行することに伴い、大阪狭山市契約

関係暴力団排除措置要綱を制定しました。同日以降は、公共工事等からの暴力団の排除に関する

措置として、公共工事等の受注に際し、大阪狭山市と契約を締結する契約相手方（元請負人）及

び下請負人等の方は、暴力団員又は暴力団密接関係者でない旨の「誓約書」の提出が必要となり

ます。 

記 

１ 対  象   

本市が発注する建設工事、業務委託、物品購入その他役務の提供、財産の売払い等に係る

契約金額が500万円以上の契約相手方（元請負人）及び下請負人等（施工体系図に記載されな

い資材・原材料等の納入業者を含む。） 

２ 誓約書様式  元請用（別紙１）・下請用（別紙２） 

３ 提 出 期 限     

⑴ 本市との契約相手方 

条件付一般競争入札については入札参加申込時に、指名競争入札及び随意契約について

は契約締結時に大阪狭山市（庶務グループまたは水道局総務グループ）へ提出してください。 

⑵ 下請負人等の方 

下請負契約等を締結した時に、元請負人を通じて工事（業務）担当グループへ提出して

ください。 

４ 誓約書の内容に違反した場合に対する措置 

⑴ 契約相手方が暴力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認められた場合は、当該契約

を解除し、違約金を徴収します。 

⑵ 本市の入札参加資格を有する契約相手方（元請負人）及び下請負人等は、一定期間（２

年又は１年＋改善されるまで)、入札等参加除外措置を行い公表します。 

⑶ 本市の入札参加資格を有しない下請負人等の場合は、一定期間（２年又は１年)、商号等

必要な事項を公表します。 

５ 誓約書を提出しない場合に対する措置 

⑴ 契約相手方が誓約書を提出しない場合は、当該契約を締結しません。 

⑵ 本市の入札参加資格を有する契約相手方（元請負人）又は下請負人等の場合は、大阪狭

山市建設工事等指名停止要綱に基づく措置を行います。 

６ 誓約違反の措置を適用する範囲 

 ⑴ 誓約書の内容に違反した事実が契約期間中に発生した場合（改善された事実があっても措

置を行います。） 

 ⑵ 誓約書の内容に違反した事実が契約締結前に発生していた場合（ただし、契約締結までに

改善された場合は措置を行いません。） 

７ 施行日   平成２５年１０月１日  



元請用（別紙１） 

 

誓 約 書 

私は、大阪狭山市が大阪狭山市暴力団排除条例に基づき、公共工事その他の市の事務又は事業

により暴力団を利することとならないように、暴力団員又は暴力団密接関係者を入札、契約等か

ら排除していることを承知したうえで、次に掲げる事項を誓約します。 

 

１ 私は、次の公共工事等を受注するに際して、暴力団員又は大阪狭山市暴力団排除条例施行規

則第３条各号に掲げる者（以下「暴力団密接関係者」という。）のいずれにも該当しません。 

工事、物品購入又は業務の名称：                              

２ 私は、暴力団員又は暴力団密接関係者の該当の有無を確認するため、大阪狭山市から役員名

簿等の提出を求められたときは、速やかに提出します。 

３ 私は、本誓約書及び役員名簿等が大阪狭山市から大阪府黒山警察署及び大阪府警察本部に提

供されることに同意します。 

４ 私が暴力団員又は暴力団密接関係者に該当する事業者であると大阪狭山市が大阪府黒山警

察署及び大阪府警察本部から通報を受け、又は大阪狭山市の調査により判明した場合には、大

阪狭山市が大阪狭山市暴力団排除条例及び大阪狭山市契約関係暴力団排除措置要綱に基づき、

大阪狭山市ホームページ等において、その旨を公表することに同意します。 

５ 私が大阪狭山市暴力団排除条例第７条に規定する下請負人等を使用する場合は、これら下請

負人等（ただし、契約金額500 万円（税込）未満のものは除く。）から誓約書を徴し、当該誓

約書を大阪狭山市に提出します。 

６ 私が使用する下請負人等が、暴力団員又は暴力団密接関係者に該当する事業者であると大阪

狭山市が大阪府黒山警察署及び大阪府警察本部から通報を受け、又は大阪狭山市の調査により

判明し、大阪狭山市から下請契約等の解除又は第二次以降の下請負にかかる契約等の解除の指

導を受けた場合は、当該指導に従います。 

 

あて先 大阪狭山市長  

 

  年  月  日 

 

所 在 地 

商 号 又 は 名 称 

代 表 者 職 氏 名                 印 
                           （使用印鑑届出印） 

代表者の生年月日           年  月  日生 

 

 

 

 

 



下請用（別紙２） 

 

誓 約 書 

私は、大阪狭山市が大阪狭山市暴力団排除条例に基づき、公共工事その他の市の事務事業に

より暴力団を利することとならないように、暴力団員又は暴力団密接関係者を入札、契約等か

ら排除していることを承知したうえで、次に掲げる事項を誓約します。 

 

１ 私は、次の公共工事等を受注するに際して、暴力団員又は大阪狭山市暴力団排除条例施行規

則第３条各号に掲げる者（以下「暴力団密接関係者」という。）のいずれにも該当しません。 

工事、物品購入又は業務の名称：                               

契約の相手方：                                    

２ 私は、暴力団員又は暴力団密接関係者の該当の有無を確認するため、大阪狭山市から役員名

簿等の提出を求められたときは、速やかに提出します。 

３ 私は、本誓約書及び役員名簿等が元請負人を通じて大阪狭山市へ提出されること及び大阪狭

山市から大阪府黒山警察署及び大阪府警察本部に提供されることに同意します。 

４ 私が暴力団員又は暴力団密接関係者に該当する事業者であると大阪狭山市が大阪府黒山警

察署及び大阪府警察本部から通報を受け、又は大阪狭山市の調査により判明した場合は、大阪

狭山市が大阪狭山市暴力団排除条例及び大阪狭山市契約関係暴力団排除措置要綱に基づき、大

阪狭山市ホームページ等において、その旨を公表することに同意します。 

５ 私が大阪狭山市暴力団排除条例第７条に規定する第二次以降の下請負人等を使用する場合

は、これら下請負人等（ただし、契約金額500 万円（税込）未満のものは除く。）から誓約書

を徴し、元請負人を通じて（第二次以降の下請負人等は上位の下請負人等から元請負人を通じ

て）当該誓約書を大阪狭山市に提出します。 

６ 私が使用する下請負人等が、暴力団員又は暴力団密接関係者に該当する事業者であると大阪

狭山市が大阪府黒山警察署及び大阪府警察本部から通報を受け、又は大阪狭山市の調査により

判明し、大阪狭山市から下請契約等の解除又は第二次以降の下請負にかかる契約等の解除の指

導を受けた場合は、当該指導に従います。 

 

あて先 大阪狭山市長  

 

  年  月  日 

 

所 在 地 

商 号 又 は 名 称 

代 表 者 職 氏 名                 印 
                       （契約書に押印する印鑑と同一印） 

代表者の生年月日           年  月  日生 


